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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

平成19年1月29日付にて提出いたしました第22期(自 平成17年11月1日 至 平成18年10月31日)の記載事項のうち一部

に訂正を要する箇所がありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものでありま

す。 

  

２ 【訂正事項】 

第一部 企業情報 

 第４ 提出会社の状況 

  ６ コーポレート・ガバナンスの状況 

(1)会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等 

②内部監査及び監査役監査、会計監査の状況 

      

３ 【訂正箇所】 

訂正箇所は  を付して表示しております。 

第一部 企業情報 

 第４ 提出会社の状況 

  ６ コーポレート・ガバナンスの状況 

(1)会社の機関の内容及び内部統制システムの整備の状況等 

②内部監査及び監査役監査、会計監査の状況 

(訂正前) 

当社は、社長直属の内部監査を実施しております。内部監査は、活動の基本方針を、諸法令、諸規程及び諸マニュ

アルへの準拠性を高め、業務上の過誤による不測の事態の発生を防止するとともに、業務の改善と経営効率の向上に

資することとし、当社の業務運営及び出納管理等の実態調査及び改善指導を行っております。 

監査役は、業務及び会計について、諸法令への準拠性のほか、常勤監査役を中心に内部監査と連携して実態調査を

行い、経営の合理性も含め、監査を実施しております。監査役は、取締役会その他重要な会議への出席や重要な決済

書類等の閲覧等を行い、公認会計士などの専門知識と、幅広い視野や豊かな経験に基づいて経営上の意思決定のチェ

ック機能を果たしております。 

会計監査人として、監査法人トーマツと監査契約を締結し、会社法及び証券取引法に基づく監査を受けておりま

す。 

(訂正後) 

当社は、社長直属の内部監査担当者を選任の上1名を配置して内部監査を実施しております。内部監査は、活動の基

本方針を、諸法令、諸規程及び諸マニュアルへの準拠性を高め、業務上の過誤による不測の事態の発生を防止すると

ともに、業務の改善と経営効率の向上に資することとし、当社の業務運営及び出納管理等の実態調査及び改善指導を

行っております。 

監査役は、業務及び会計について、諸法令への準拠性のほか、常勤監査役を中心に内部監査と連携して実態調査を

行い、経営の合理性も含め、監査を実施しております。監査役は、取締役会その他重要な会議への出席や重要な決済

書類等の閲覧等を行い、公認会計士などの専門知識と、幅広い視野や豊かな経験に基づいて経営上の意思決定のチェ

ック機能を果たしております。 

会計監査人として、監査法人トーマツと監査契約を締結し、会社法及び証券取引法に基づく監査を受けておりま

す。 
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